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第34回土岐市文化団体連盟祭　【ステージ部門】／サンホール
毎年恒例の「文化団体連盟祭」を今年も開催します。市内外で活躍する各団体の迫力のあるステージをお楽

しみください。展示部門のご案内は３ページをご覧ください。

▷馬子唄（土岐市中馬々子唄保存会）　▷吟剣詩舞
（土岐市吟剣詩舞連合会）　▷児童舞踊（舞踊ゆきこ
ま会）

４月29日（月・祝）午後２時開演
▷ピアノ独奏（コンセール泉）　▷ハーモニカ（とう
せいハーモニカクラブ）　▷合唱（土岐市民合唱団、
Heartfulコーラス、はなの木合唱団、コール・アミ、
泉が丘混声合唱団、土岐少年少女合唱団）

４月27日（土）　午後０時30分開演
▷和太鼓（土岐津炎太鼓、鼓衆狸座）　▷民踊（豊岐
瑛会）　▷日舞・民謡（川崎瀧英鶴会）　▷筝曲（筝
曲絃友会）　▷三味線・民謡（竹山流津軽三味線幸栄
会）　▷きもの着付（貴装きもの愛好会）　▷新日舞
（千曲翠匠会）　▷長唄（長唄和可葉会）　▷日舞（紅
朱会、紅翠会）　▷尺八（土岐尺八愛好会）　▷フラ
ダンス（ハラウ　フラ　オ　ポハイアヌヘア）

４月28日（日）　午後０時30分開演
▷三味線・民謡（三味線秀しず会）　▷笛太鼓（土岐
打囃子保存会）　▷民踊（ちひろ会、豊岐結会、こぶ
しの会、豊岐千会、豊謡会）　▷ハーモニカ（土岐市
ハーモニカ同好会）　▷和太鼓（美濃天地飛炎太鼓）
▷筝曲（新筝曲みどりね会、筝曲寿会）　▷フラダン
ス（ハラウ　フラ　カ　レイ　キリカ　ブーゲンビリア）

入場無料
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岐
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く
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津
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ら
導
入

し
、
織
部
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を
量
産
す
る
体
制
を
確
立
し

ま
し
た
。
こ
の
窯
の
代
表
が
織
部
の
里
公

園
内
に
あ
る
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屋
敷
陶
器
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ゅ
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も
そ
の
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と
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も
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ン
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メ
ー
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ル
を
超
え
る
、
風
格
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あ
る
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炉
で
す
。
身
は
ロ
ク
ロ
成
形
後
に

四
角
に
整
え
ら
れ
、
ふ
た
に
付
け
ら
れ
た

鈕ち
ゅ
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つ
ま
み
）
の
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は
、
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形
も
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で
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厳
が
あ
り
ま
す
。
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右
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仕
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拾
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１
２
）」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
製
作

年
代
が
分
か
り
ま
す
。
銅
緑
釉ゆ
う
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
た
め
深
み
の
あ
る
濃
い
緑
色
に

焼
き
上
が
っ
て
い
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す
。
身
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四
隅
の
獣

足
に
は
長
石
釉
が
掛
け
ら
れ
、
ま
る
で
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足
袋
を
履
い
た
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う
で
す
。

や
き
も
の
の
織
部
と
古
田
織
部
と
の
関

わ
り
を
示
す
証
拠
は
極
め
て
少
な
い
と
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
の
香
炉
は
、
古
田

織
部
が
生
き
て
い
た
同
時
代
に
、
銅
緑
釉

を
掛
け
た
意
匠
の
や
き
も
の
が
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
証
拠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
美
濃
陶
磁
歴
史
館
で
開
催
中
の
特
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「
織
部　
　

―　
ソ
ノ
器
、
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モ
ノ

也
　

―　
」
で
、
５
月
12
日
ま
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

文化財マップを
作りました

市内の文化財を解説
付きで巡ることのでき
る地図を作成しました。
ぜひ手に取って史跡巡
りをお楽しみください。
配布場所　〉〉　市役所、文
化プラザ、美濃陶磁歴
史館、公民館など

織
部
獅
子
鈕
香
炉
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
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織部獅子鈕香炉


